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処理面積 処理人口 現有処理能力 供用開始

下知水再生センター 1,270ha 89,580人 66,540m3/日 （西） 昭和44年10月
（東） 昭和58年４月

市域全体 3,058ha 206,374人

図１ 汚水現況図（2019（平成31）年４月時点）

表１ 下知水再生センターの現況（2019（平成31）年３月時点）

下知水再生センター
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図２ 下知水再生センター及び海老ノ丸ポンプ場 配置図

現有処理能力 供用開始

東 40,540m3/日 昭和58年４月

西 26,000m3/日 昭和44年10月

海老ノ丸ポンプ場

下知水再生センター
（西）

下知水再生センター
（東）

■下知水再生センターの概況

現在地
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新管理棟
現在の使用形態にあわせ
ダウンサイジング

江ノ口川

国分川

至 電車通り

水処理施設

図３ 下知水再生センター（東）の施設概要図

送風機棟
（Ｈ30耐震化済）

塩素滅菌棟
（Ｈ30耐震化済）

塩素混和池

発電機棟
（耐震性能あり）

脱臭機棟

計量機室
（Ｒ２以降耐震化予定）

海老ノ丸ポンプ場からの汚水圧送

下知水再生センター（西）
からの汚水圧送

処理水の放流

現在の管理棟

汚水処理の流れ

汚
水
処
理
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汚水処理の流れ
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管理棟の機能

監視・電力供給

・維持管理業者が常駐
・電気設備などが配置された電気室や運転を管理する中央管理室，水質管理を行う水質試験室が入った
水再生センターの最重要施設

汚水ポンプ
（揚水機能）

沈砂池・沈殿池・反応タンク
（水処理機能）

塩素滅菌棟
（消毒機能）

電気室
（電気供給機能）

中央管理室
（中央監視機能）

水質試験室
（放流水質等の監視）

人命の保護・汚水処理機能の早期確保

管理棟の耐震・耐津波化
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図３ 新管理棟の完成予想パース

現在の管理棟 新管理棟

構 造:鉄筋コンクリート造
規 模:地下１階，地上５階
延べ床面積:3220.54㎡

構 造:鉄筋コンクリート造
規 模:地下１階，地上３階
延べ床面積:1735.60㎡

地上高
14.8ｍ
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収納棚設置イメージ

２階 会議室

屋上避難スペース

外
部
階
段

会議室
（約80㎡）

２階 平面図 管理棟イメージパース

外
部
階
段

外
部
階
段

屋上避難スペース
（約360㎡）

防災倉庫
２箇所

:ソーラー式照明
（４箇所）

北 南

屋上平面図

北 南

北 南

テント生地イメージ

屋上断面図

テント設置

高さ約2.4ｍ
西 東

テント設置
（約240㎡）

・管理棟改築に伴い，避難施設を整備（現在の管理棟にある機能を確保）
・津波発生時は，屋上へ約360人の一時避難が可能


